
－研究－

細菌による注入性向上
土　居　修　一　  布　村　昭　夫＊

　1． はじめに

　木材に防腐処理を施こす機会が多くなっている今

日，防腐業界での問題点として，安価で安全で環境汚

染のない薬剤の開発と，難注入性で耐朽性の小さい材

への耐朽性の容易な付与などがあげられる。

　そこで，著者らはいくつかの知見1),2）をもとにして

道産材の注入性を向上すべく，細菌による処理を実験

室的に行いその効果を検討してみた。

　なおこの報告は第6回日本木材学会北海道支部大会

（1974）で発表した。

　2． 実　　験

　2．1　供試菌

　供試菌は Bacillus polymyxa であり，分離源の違

いによりNo.1530，1385とされたもの2種である。

　2．2　適正培地

100mlの培地をいくつか調製して菌を接種し，同一

条件で菌の生長量を測定した。その結果，検討したも

ののうち，炭素源にペクチン，窒素源にペプトンある

いは硝安を用い，無機塩を加えてpH7.0～7.5とした

ものが適当であることが明らかとなった。

　2．3　ペクチン，セルロース分解能

　人参薄片と濾紙を無機塩培地に投入して滅菌後，菌

を接種し，所定期間培養した。分解能はこれらの試片

第1表　セルロースとペクチンの分解

第2表　細　菌　処　理　の　条　件

第3表　細菌処理による注入率の変化（実験①）（％）

第4表　細菌処理による注入率の変化（実験②）（％）

の破壊状況から判断した。人参はペクチンに，濾紙は

セルロースにあたるのでそれらの分解能が判断できる

ことになる。その結果を第1表に示す。なお菌を接種

せずに同様の操作を行っても試片の破壊は認められな

い。

　2．4　木材小試片による試験

　木材小試片をあらかじめ菌を培養しておいた培地に

投入し，所定期間振とう後試片を取り出して蒸留水で

洗滌，全乾としてから0.5％サフラニン水溶液を一定
条件下で注入し，その注入量を測定した。そ

の結果を第3～5表に示す。

　3．結果の検討

　供試菌は明らかにペクチン分解能を持って

おり，しかもその発現がセルロース分解能の

場合よりはるかに先行している。このことか
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弟5 義 和菌処理による注入率の変化（実験 ◎） （％）
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らこの菌ほ，ペクチンが沈着していると思われる膜孔

部分への攻撃が可能であり，結果的には注入性向上を

特に辺材で期待できる。実際第3 ～ う表に示したもの

のうちで注入性の向上 した材の一部では，電子顕微鏡

的に膜孔壁 トールス部の破壊が認められた。しかしな

がら，セルロース分解能の存在は材質低下をまねく恐

れがあり，今後この点での検討も必要と考えられる。

小試片による実験①（第 う蓑）から辺材部での効果

は心材より大であることが認められたが，全体として

は材の含水率やそれに伴 う培地の事前浸透が細菌の作

用に関与すると考えられた。そこで実験②では培地を

事前に 注入する方法を試みたのであるが，その 結果

（ 第 4 表）から，培地の事前注入が生材で効果を示す

ことがわかった。この場合，両菌の作用に大差はない

ようであった。第う表では処理期間の延長と処理効果

の関係を示した。処理期間と注入量増加の間に明確な

相関ほ認められず， G reav es3）の報告と同様の傾向に

なった。これらの変動は，細菌々体あるいほ培地成分

による木材空隙（処理の結果生じたものも含めて）の

充てんなどに起因していると考えられる。

4 ． まとめ

1 ） β．♪O Jγm γ粕 はペクチソとペプ トン，あるい

ほ硝安を含む培地でよく生育し，この培地で生育した

菌ほペクチン及びセルロース分解能を侍っていた。

2 ） ペクチン分解能はセルロース分解能よりかな り

敏速に発現する。

3 ） ェゾマツ，カラ、マツの気乾材辺材を3 週間，細

菌によって処理すると注入性が向上し，その材でほ一

部で膜孔壁 トールスの破壊が認められた。

4 ） 木材へあらかじめ培地を注入して細菌処理を行

うと心材の一部で注入量の増加が認められた。

う：I 細菌による処理期間と注入量増加との間に一定

の関係は認められなか った。

6 二） 今後の課題として，イ）セルロース分解能の木

材強度へ与える影響，ロ）心材部での細菌処理による

組織変化，ハ）処理期間と注入量との関係などを明ら

かにする必要があろ う。
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